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国
民
健
康
保
険
と
は
こ
ん
な
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

　
わ
た
し
た
ち
は
、
い
つ
ケ
ガ
や
病

気
で
医
者
に
か
か
る
か
も
わ
か
り
ま

せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
日
ご
ろ
か
ら
収
入
に
応

じ
て
お
金
を
出
し
合
い
、
そ
の
中
か

ら
お
医
者
さ
ん
へ
支
払
っ
て
い
こ
う

と
い
う
相
互
扶
助
の
考
え
か
ら
健
康

保
険
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
健
康
保
険
は
、
大
き
く
わ
け
て
地

域
保
険
と
職
域
保
険
と
に
な
り
、
地

域
保
険
は
住
民
を
対
象
と
し
た
も
の

で
、
国
民
健
康
保
険
と
呼
ん
で
い
ま

す
。　

異
動
が
あ
っ
た
と
き

　
に
は
届
け
出
を

　
出
生
や
死
亡
、
転
出
入
、
他
の
健

康
保
険
へ
の
加
入
な
ど
の
変
動
が
あ

　
　
十
日
町
青
年
学
級
生
は
、
こ
　
…

…
の
ほ
ど
住
民
票
（
昭
和
四
十
八
　
…

…
年
三
月
三
十
一
日
現
在
）
か
ら
…

…
市
民
の
名
字
を
調
査
。
十
日
町
…

…
市
名
字
順
位
表
を
作
成
し
ま
し
｝

㎜
た
．

　
　
そ
れ
に
よ
る
と
、
当
市
の
名
…

…
字
は
八
百
十
三
種
類
。
名
字
の

　
ベ
ス
ト
テ
ン
は
、
村
山
が
ト
ッ

…
プ
で
、
つ
い
で
高
橋
、
庭
野
、

…
上
村
、
佐
藤
、
樋
口
、
池
田
、

…
水
蓬
阿
部
、
小
林
の
順
と
な
…

　
　
っ
て
い
ま
す
。

っ
た
と
き
は
、
十
四
日
以
内
に
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
よ
う
な
手
続
ぎ
を
し
な
い

と
、

八
月
休
日
救
急
医

十
二
日
山
口
医
院
褒
町
中
）

　
　
　
魯
二
i
二
一
七
四
番

十
九
日
富
田
医
院
轟
明
町
）

　
　
　
魯
二
ー
三
二
六
九
番

二
十
六
日
庭
野
医
院
（
神
明
町
）

　
　
　
魯
二
－
二
七
一
一
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
支
払
い
な
ど
思
わ
ぬ
損
害
を
こ
う

保
険
料
の
重
複
納
入
、
療
養
費
　
　
む
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

秩
序
あ
る
開
発
を

　
　
　
　
　
　
　
乱
開
発
か
ら
緑
を
守
ろ
う

　
青
空
、
美
し
い
山
、
豊
か
な
流

れ
、
恵
ま
れ
た
自
然
は
、
祖
先
か
ら

受
け
つ
い
だ
貴
重
な
財
産
で
す
。

　
最
近
、
土
地
の
乱
開
発
や
民
間
企

業
に
よ
る
土
地
の
買
占
め
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
新
潟
県
で
は
，
土
地
の
健
全
な
開

発
と
保
全
を
稿
極
的
に
進
め
る
た
め

行
政
指
導
の
方
針
と
し
て
「
県
大
規

模
開
発
事
業
の
適
正
化
対
策
要
綱
」

を
定
め
、
今
後
＋
万
平
方
癖
以
上

（
別
荘
地
は
一
万
平
方
材
．
住
宅
・

工
場
等
の
建
設
用
地
は
二
万
平
方
屑

以
上
）
の
土
地
を
取
得
し
よ
う
と
す

る
場
合
は
、
関
係
者
と
土
地
取
得
の

交
渉
を
す
る
前
に
、
市
を
経
由
し

て
．
知
事
に
開
発
事
業
計
画
等
の
届

け
出
を
す
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
市
内
に
も
、
最
近
不
動
産
業
者
に

よ
る
大
規
模
の
土
地
取
得
が
行
な
わ

れ
で
い
る
よ
う
で
す
が
、
秩
序
あ
る

開
発
を
図
る
た
め
市
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
も
、
業
者
か
ら
地
域
の
開
発
に

つ
い
て
話
が
出
た
際
、
市
と
よ
く
相

談
の
上
決
定
し
て
く
だ
さ
い
。

　
連
絡
は
、
市
役
所
環
境
開
発
課

（
奮
七
ー
三
一
一
一
番
）
に
。

　
あ
な
た
も
ぜ
ひ

　
　
　
　
点
訳
奉
仕
者
に

　
現
在
、
十
目
町
市
及
び
中
魚
沼
郡

の
身
体
障
害
者
は
約
千
五
百
人
、
そ

の
う
ち
盲
人
は
約
百
二
十
人
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
光
を
失
っ
た
人
々
に
と
っ
て
、
何

が
一
番
の
喜
び
と
な
る
で
し
ょ
う
か

　
目
の
不
自
由
な
人
も
社
会
か
ら
隔

離
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
も
う
一
つ
の

世
界
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
点
訳

奉
仕
者
を
求
め
ま
す
（
市
社
会
福
祉

事
務
所
）

点
訳
講
習
会

〔
日
時
〕
九
月
二
日
午
後
一
時
～
三

時
半
。
　
〔
場
所
〕
十
日
町
総
合
庁
舎

（
妻
有
町
西
二
）
第
一
会
議
室

　
市
展
の
出
品
作
品
を

　
募
集

　
市
は
、
第
六
回
市
美
術
展
（
市

展
）
を
十
月
十
二
日
か
ら
三
日
間
、

市
公
民
館
（
市
民
会
館
）
で
開
き
ま

す
の
で
、
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　
　
第
一
部
／
日
本
画
（
額
ぶ
ち
付

き
）
　
第
二
部
／
洋
画
（
八
号
以
上

》・、ん艇
L
し
纏

　
　
　
　
†

伊
う
ー
、
．
蚕
き
、

透
饗
で
ん
①
逝
く
ー

ん
暑
迭
特
．

兼
ら
室
h
，
．
　
）

　
　
　
　
　
）
（

轡轡
蟹

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
も
5
…
　
　
　
｝

、
、
ん
有
塁
智
と
9

i
塞
3
」
し
蔦
い

ご
く
替
＆
ξ

　
　
　
　
”
”
へ

　
　
　
　
　
」
＾
ハ

＠
押

し
か
乙
・
．

ね

確

　　　　　　　　宅、く

百
号
ま
で
、
額
ぶ
ち
付
き
）
　
第
三

部
／
新
し
い
美
術
（
常
識
以
上
の
大

き
さ
を
こ
え
な
い
こ
と
）
　
第
四
部

／
彫
塑
（
常
識
以
上
の
大
き
さ
を
こ

え
な
い
こ
と
）
　
第
五
部
／
書
道

（
全
紙
四
分
の
一
つ
ぎ
以
内
、
枠
張

り
表
装
）
　
第
六
部
／
写
真
（
半
切

以
上
・
パ
ネ
ル
張
り
、
組
写
真
は
全

紙
三
枚
大
ま
で
）

　
出
品
料
　
一
点
五
百
円

　
搬
　
入
　
十
月
六
日
午
前
九
時
～

午
後
八
時
ま
で
に
市
公
民
館
へ
。

　
夜
八
時
の
時
間
帯
は

　
さ
け
て
／

　
夏
を
迎
え
、
こ
の
と
こ
ろ
電
話
局

の
交
換
台
は
、
一
〇
〇
番
通
話
を
は

じ
め
、
非
常
に
こ
み
あ
い
、
特
に
夜

間
割
引
の
は
じ
ま
る
夜
八
時
過
ぎ
が

最
大
ピ
ー
ク
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
る
べ
く
こ
の
時
間
を
避
け
た
り

便
利
な
ダ
イ
ヤ
ル
市
外
通
話
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
十
日
町
電
報
電
話
局
）

　
救
急
法
講
習
会
に
．
こ

　
参
加
を

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
九
月
十
日

～
十
三
日
ま
で
の
四
日
間
、
市
役
所

四
階
会
議
室
で
救
急
法
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
受
講
希
望
者
は
、
ハ
ガ
キ
に
住
所

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、

を
明
記
の
上
、
市
役
所
内
日
本
赤
十

字
社
十
日
町
地
区
宛
に
．

　
寄
付
あ
り
が
と
う

▽
大
島
義
隆
（
川
原
町
）
－
…
五
万

円
▽
春
日
由
三
…
…
一
万
円
▽
田
中

伊
作
（
川
西
町
）
…
…
千
五
百
円
▽

柳
侑
介
（
田
中
町
東
）
…
…
十
万
円

▽
関
口
文
二
郎
（
学
校
町
）
－
…
五

万
円
▽
小
川
貞
男
（
五
軒
新
田
）
－
…

五
万
円
▽
古
沢
賢
ス
安
養
寺
）
－
：

五
千
円
▽
小
嶋
屋
従
業
員
一
同
：
：

二
千
三
百
二
十
六
円
▽
ロ
ー
タ
ー
ア

ク
ト
ク
ラ
ブ
・
…
花
壇
二
個
▽
内
藤

直
義
（
小
田
原
市
）
－
…
千
円
。

　
簡
保
資
金
写
真
コ
ソ

　
ク
ー
ル
作
品
を
募
集

　
郵
便
局
で
は
、
簡
保
資
金
の
融
資

施
設
を
題
材
と
し
た
明
る
い
作
品
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
者
は
、
カ
ラ
ー
の
部
（
ス
ラ

イ
ド
三
十
五
ミ
リ
以
上
）
、
白
黒
の

部
（
四
ッ
切
判
）
と
も
九
月
二
十
日

ま
で
に
郵
便
局
窓
ロ
ヘ
。

　
簡
保
資
金
融
資
施
設

　
小
学
校
（
下
条
、
川
治
、
飛
二
、

水
沢
、
中
条
、
東
、
真
田
、
二
俣
口

冬
分
校
、
慶
地
冬
分
校
、
塩
野
冬
分

校
、
津
池
冬
分
校
）
住
宅
（
黒
沢
団

地
）
街
路
（
本
町
西
線
、
川
治
昭
和

町
線
）
公
園
（
千
歳
、
寿
、
住
吉
公
園
）

　
新
潟
県
男
千
警
察
官

　
募
集

　
申
込
期
目
　
九
月
二
十
九
日
ま
で

受
験
資
格
　
昭
和
二
十
一
年
四
月

二
日
か
ら
昭
和
三
十
一
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
。
く
わ
し
く

は
、
十
日
町
警
察
署
（
曾
二
－
三
一

七
一
番
）
へ
。

、
蒙
騒
譲

鱗
藍＿繍－

豊
作
の

稲
穂
が

ゆ
れ
る

あ
た
ら
し
い

校
舎

9㈱
□203号口

十
日
町
市
立
東
小
学
校

日
焼
け
し
た

手
足
に

初
秋
の
風

二
学
期
が

は
じ
ま
つ
た

お
ど
る
こ
こ
ろ

膨
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す
こ
や
か
な
入
問
形
成
の
場

　
　
　
　
東
小
学
校
が
完
成

　
東
小
学
校
の
新
校
舎
、
き

れ
い
に
で
き
あ
が
っ
た
。

　
う
れ
し
く
て
夢
を
み
て
い

る
よ
う
な
気
持
ち
が
し
て
、

自
分
の
ホ
ッ
ペ
を
つ
ね
っ
て

み
る
。

　
新
し
い
友
と
新
し
い
伝
統

を
つ
く
り
上
げ
る
た
め
、
最

上
級
生
ら
し
く
第
一
歩
を
大

事
に
し
て
い
き
た
い
…
…
。

滝
沢
克
典
君

（
東
小
学
校
六
年
）
の
作
文

　
昭
和
四
十
七
年
七
月
着
工
、
二
か

年
継
続
事
業
と
し
て
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
た
統
合
校
舎
、
東
小
学
校
が

こ
の
ほ
ど
完
成
。
去
る
九
月
三
日
喜

　　　　饗　　繍謬町饗翼、躯
父
兄
た
ち
の
手
で
つ
ぎ
つ
ぎ

に
蓮
び
こ
ま
れ
る

⑲1

　　　毒

樋来

熊護

　六
圭年

子虜

あ
た
た
か
な
壁
の
色

ぴ
か
ぴ
か
の
床
、
め

ず
ら
し
い
暖
房
器
具

天
井
に
ぴ
っ
た
り
の

●
蛍
光
灯
、
す
ご
く

　
・
ワ
イ
ド
な
黒
板

『
～
一

、

一

み
ん
な
夢
の
よ
う
。

　
窓
の
大
ガ
ラ
ス
の

な
か
に
、
古
い
校
舎

の
赤
い
屋
根
だ
け
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
櫛

見
え
る
。

が
ん
ば
れ
よ
。
と
い
ー
・

・
フ
よ
・
り
に
。

ぎ
引
甲

び
の
開
校
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
校
は
、
昭
和
四
十
七
年
四
月
、

新
座
、
大
井
田
小
学
校
が
名
目
統

合
、
新
校
舎
が
で
き
る
現
在
ま
で
両

校
舎
に
分
か
れ
て
授
業
を
行
な
っ
て

き
た
関
係
上
、
当
日
の
開
校
式
で

は
、
こ
と
も
た
ち
の
表
情
も
明
る
く

さ
わ
や
か
で
し
た
。

　
東
小
学
校
は
、
新
座
と
大
井
田
校

舎
の
ほ
ぽ
中
間
、
教
育
環
境
の
整
っ

た
場
所
に
総
工
車
費
二
億
二
千
九
百

万
円
で
建
て
ら
れ
た
鉄
筋
コ
γ
ク
リ

ー
ト
三
階
建
の
近
代
的
な
建
物
で
す

　
一
万
八
千
四
百
七
十
二
平
方
熔
の

広
い
敷
地
に
校
舎
と
屋
体
、
直
線
百

灯
の
コ
ー
ス
の
と
れ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド

等
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
チ
ー
ム
暖
房
付
の
近
代
校
舎

　
校
舎
は
普
通
教
室
十
七
、
視
聴
覚

教
室
な
ど
特
別
教
室
七
、
そ
の
他
校

長
室
、
保
健
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
特
色
と
し
て
は
、
市
内
で
．
は
じ
め

て
の
ス
チ
ー
ム
暖
房
付
で
、
通
風
採

光
も
よ
く
、
勉
強
す
る
児
童
の
、
の

び
の
び
と
し
た
人
間
形
成
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

至る五軒細 新座

誹
東小学校

岩崎電化　　至
センター　　る　

　
一

至
る
中
位

卦
日
町

メモ（48年8月1［観在）

〔東小学校〕

所在地　大字四日町新田375番地

児童数　520人　学級数　17
ム・　　　　　　　　（49年4月14学級）
校長　金沢武久

繋難1：欝」

　
軽
自
動
車
に
車
検

　
昭
和
四
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
軽

自
動
車
の
検
査
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。
軽
自
動
車
届
出
済
証
の
届
出

年
月
日
に
よ
っ
て
検
査
期
限
が
異
な

っ
て
い
ま
す
、
く
わ
し
く
は
、
最
寄

り
の
整
備
工
場
に
お
た
ず
ね
を
。

　
去
る
七
月
二
日
の
集
中
豪
雨
は
、

市
内
の
道
路
や
河
川
、
農
業
用
施
設

な
ど
に
大
き
な
被
害
を
与
え
、
被
害

総
額
三
千
四
百
三
十
七
万
円
を
だ
し

ま
し
た
。
こ
の
被
害
を
大
き
く
し
た

原
因
の
ひ
と
つ
に
、
河
川
の
上
海
に

不
法
に
投
棄
さ
れ
た
ご
み
が
押
し
流

さ
れ
、
川
を
ふ
さ
ぎ
被
害
を
大
き
く

喜
紐
κ
毅
斑
窯

　
東
小
学
校
六
年
生
の
庭
野
抄
子
　
も
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

さ
ん
（
本
町
七
1
一
）
は
、
健
康
作
　
　
目
の
色
も
、
か
み
の
色
も
ち
が
…

｝
文
で
全
国
入
選
。
二
週
間
の
ヨ
ー
　
い
、
こ
と
ば
も
通
じ
な
い
け
れ
ど
…

，
ロ
ッ
パ
旅
行
に
招
待
さ
れ
、
去
る

八
月
十
七
日
帰
国
し
ま
し
た
・
以
　
心
は
通
じ
る
と
い
う
こ
と
を
し
み
…

下
そ
の
感
想
文
で
す
。
　
　
　
　
　
じ
み
と
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藷

　
夢
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
が
実
現

し
ま
し
た
。
訪
問
し
た
国
は
、
四

か
q
（
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ス

イ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
〉
で
す
が
、
こ
の

…
旅
行
の
メ
イ
ン
エ
ベ
ン
ト
、
オ
ラ

ン
ダ
、
二
ー
ケ
ル
ク
子
ど
も
の
家

で
の
交
歓
会
は
忘
れ
ら
れ
な
い
思

い
出
で
す
。

　
バ
ス
が
子
ど
も
の
掌
に
近
づ
く

と
「
世
界
の
国
か
ら
今
日
は
」
の

…
歌
を
う
た
い
な
が
ら
、
あ
た
た
か

し
た
と
も
考
え
F
れ
ヰ
す
。
ご
み
の

不
法
投
棄
は
．
そ
れ
ば
か
り
で
な
く

カ
、
ハ
エ
、
悪
臭
な
ど
住
み
よ
い
街

づ
く
り
を
阻
害
す
る
原
因
に
も
な
り

ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
み
な
さ
ん
の
ち

ょ
っ
と
し
た
心
が
ま
え
で
な
く
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
お
互
い
の

注
意
で
き
れ
い
な
川
、
住
み
よ
い
街

を
つ
く
っ
て
い
ぎ
た
い
も
の
で
す
、

．

こ
み
は
正
し
く
出
し
て

麟
き
め
ら
れ
た
収
集
日
に
、
き
め
ら

　
れ
た
場
所
へ
翻
台
所
の
ご
み
は
水

分
を
よ
く
切
っ
て
（
当
分
、
台
所
の

　
ご
み
と
そ
の
他
の
ご
み
を
区
分
）

麟
危
険
な
ご
み
は
「
キ
ヶ
ン
」
と
書

ス
イ
ス
で
の
抄
子
さ
ん
…

い
て
、
大
き
な
ご
み
は
小
さ
く
し

て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
を
出
さ
な
い

努
力
を

　
行
楽
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
家

族
や
友
達
同
志
で
、
ド
ラ
イ
ブ
や
ピ

ク
ニ
ッ
ク
な
ど
、
と
て
も
楽
し
い
こ

と
で
す
。
し
か
し
、
お
弁
当
を
食
べ

た
後
の
ご
み
の
跡
か
た
づ
け
を
忘
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。
ご
み
は
き
ち
ん

と
ご
み
箱
に
入
れ
る
か
、
持
ち
帰
る

な
ど
し
て
、
ご
み
を
出
さ
な
い
努
力

も
大
切
。
ま
た
、
車
上
か
ら
空
ビ
ソ

、
空
ヵ
ソ
等
を
道
路
に
投
げ
る
な
ど

絶
対
に
や
め
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

（第3種郵便物認可）昭和48年9月10日と7お∬夢‘雪（3）

．
硝
鑛
騨

N

九
月
十
五
日
か
ら
九
月
二
十
一
日
は
老
人
福
祉
週
間
で
す
。

　
こ
の
老
人
福
祉
週
問
は
、
国
民
の
問
に
ひ
ろ
く
老
人
福
祉

に
つ
い
て
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
老
人
自
ら
が

そ
の
生
活
の
向
上
に
努
め
る
た
め
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
今
月
は
老
人
問
題
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
ま
し
た
。
よ
そ
ご

と
で
な
く
、
自
分
の
問
題
と
し
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る　　　　　　　　　　　　　　　　　　鬼　　　　　　　　　　　　　　考　　　　　　　　　壱　　　　　　へ

　　　　　　ぐ
響

老人福祉週間
9月15日～9月21日

　
老
後
に
生
き
が

　
　
い
を

　
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
年
々
延
び

男
七
十
・
四
歳
、
女
ヒ
十
五
・
九
歳

と
前
年
に
く
ら
べ
約
四
か
月
延
び
て

い
る
と
厚
生
省
が
発
表
し
て
い
ま
す

　
こ
の
よ
う
に
平
均
寿
命
の
大
幅
な

伸
び
か
ら
、
人
口
構
成
は
老
齢
化
が

進
み
、
枇
界
有
数
の
老
齢
化
社
会
に

な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
当
市
の
場
合
も
、
全
国
的
な
傾
向

と
同
じ
く
、
老
齢
化
が
予
想
さ
れ

昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
現
在
の
六

十
歳
以
上
の
老
人
は
、
全
人
口
の
約

十
四
％
に
あ
た
る
六
千
七
百
九
十
二

人
に
達
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
五

年
前
の
昭
和
四
十
三
年
に
く
ら
べ
、

八
百
四
十
四
人
の
増
加
と
な
っ
て
い

ま
す
。
老
後
は
、
わ
た
し
た
ち
み
ん

な
が
一
度
は
経
験
す
る
関
門
で
す
。

決
し
て
悲
惨
な
も
の
で
は
な
く
、
い

わ
ば
第
三
の
人
生
で
す
。

　
し
か
し
、
人
間
年
を
と
り
ま
す
と

な
ん
と
な
く
ひ
と
り
ぽ
っ
ち
に
な
っ

た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
が
ち
で
す

　
よ
う
オ
る
に
、
体
の
健
康
と
同
時

に
心
の
健
康
を
保
つ
こ
と
が
大
切
。

　
あ
る
老
人
に
「
あ
な
た
は
今
何
を

一
番
望
み
ま
す
か
」
と
た
ず
ね
る
と

「
生
き
が
い
を
与
え
て
く
れ
る
も

の
」
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
生
ぎ
が
い
を
持
つ
こ
と
で
、
心
に

張
り
が
で
き
る
の
で
す
。

　
昭
和
四
十
七
年
度
市
内
の
老
人
の

自
殺
者
は
六
名
と
い
う
あ
り
が
た
く

な
い
結
果
が
で
て
い
ま
す
が
、
　
「
生

き
が
い
」
を
持
て
な
い
こ
と
も
大
き

な
原
因
の
ひ
と
つ
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
老
人
に
保
養
と
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
の
場
を
提
供
し
、
生
ぎ
が
い
を
与

え
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
老
人
ク
ラ
ブ

　
話
し
相
手
を
つ
く
り
、
に
ぎ
や
か

に
楽
し
く
す
ご
し
た
い
i
。

塑

　
そ
ん
な
願
い
が
あ
れ
ば
、
老
人
ク

ラ
ブ
に
入
っ
て
ゆ
か
い
な
ひ
と
と
き

を
す
ご
し
て
く
だ
さ
い
。
市
内
の
各

地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
あ
な
た
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
．
お
近
く
の
老
人

ク
ラ
ブ
に
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

　
市
の
老
人
対
策

鱒
六
十
五
歳
以
上
の
老
人
に
対
し
健

　
康
診
断
の
実
施

翻
六
十
五
歳
以
上
の
寝
た
ぎ
り
老
人

　
及
び
七
†
歳
以
上
の
老
人
に
対
し

　
医
療
費
助
成

麟
六
セ
五
～
六
十
九
歳
の
老
人
性
白

　
内
障
の
人
を
対
象
に
手
術
費
助
成

鱗
六
十
五
歳
以
上
の
障
害
者
に
対
し

　
老
人
家
庭
奉
仕
員
二
名
が
、
　
一
週

　
間
に
一
～
二
回
身
の
ま
わ
り
の
世

　
話
を
し
ま
す

翻
特
殊
寝
台
の
貸
与

鍵
老
人
い
こ
い
の
家
等
、
老
人
施
設

　
の
建
設
を
促
進
し
ま
す

　　老人講座へのおさそい

対　象／60歳以Lの男女約60名
其月　屠i／48qも9Fj一一11月（61匹1］）

8≧響牙日／第1、第3日“催日
　　　　　　　　　’r『妾：1日，￥30分・

会　場／市公民館笛1集会室
　　　多数ご参加ください（無、料）

　　敬老祝金をさし上げます

　70歳以上の方に敬老祝金をさし
上げます。
該当者は、つぎの会場に通知書、印
鑑をご持参ください（代理人も可）

賜襯r豪1，縄1糠捜醸鋸
午細L真㍑獣黙繍

蝋1灘鞠
　在宅重症心身障害者に見舞金

　県では、在宅の重症心身障害 者

をお抱えの保護者の方に、見舞金
1万ドjを支給します。該当される
ブプOよ、　茸f峯L会稲～ヤ止事f芳’りf　（曾　7－

3111）に10月15日までお知らせく
ださい。

“
こ
ん
な
雪
ま
つ
り
に
”

ア
イ
デ
ア
募
集

　
十
日
町
市
．
雪
ま
つ
り
委
員

会
は
、
昭
和
四
十
九
年
二
月

九
、
十
日
行
な
わ
れ
る
第
二

十
五
回
の
郵
ま
つ
り
を
記
念

し
て
、
広
く
市
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
雪
ま
つ
り
の
ア
イ
デ

ア
を
募
集
し
ま
す
。

　
九
月
二
十
五
日
、
市
役
所

商
工
課
必
着
で
、
ど
し
ど
し

お
送
り
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

　
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
枚

以
内
に
住
所
、
氏
名
、
職
業

年
令
を
明
記
℃

そ
の
他

　
特
選
　
一
編
　
一
万
円

　
入
選
　
二
編
　
五
千
円

市民大学講座一おんなとは何かを考える

9月1旧……おんなにとって職業とは何か

9月18日一…一家事、育児は、おんなにとって宿命か

9月25日……おんなにとって子どもとは何か

とき／午後7時～9時　ところ／十日町市公民館講堂

　：お申し込みは市公民館（費7－50H番）へ
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す
こ
や
か
な
入
問
形
成
の
場

　
　
　
　
東
小
学
校
が
完
成

　
東
小
学
校
の
新
校
舎
、
き

れ
い
に
で
き
あ
が
っ
た
。

　
う
れ
し
く
て
夢
を
み
て
い

る
よ
う
な
気
持
ち
が
し
て
、

自
分
の
ホ
ッ
ペ
を
つ
ね
っ
て

み
る
。

　
新
し
い
友
と
新
し
い
伝
統

を
つ
く
り
上
げ
る
た
め
、
最

上
級
生
ら
し
く
第
一
歩
を
大

事
に
し
て
い
き
た
い
…
…
。

滝
沢
克
典
君

（
東
小
学
校
六
年
）
の
作
文

　
昭
和
四
十
七
年
七
月
着
工
、
二
か

年
継
続
事
業
と
し
て
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
た
統
合
校
舎
、
東
小
学
校
が

こ
の
ほ
ど
完
成
。
去
る
九
月
三
日
喜

　　　　饗　　繍謬町饗翼、躯
父
兄
た
ち
の
手
で
つ
ぎ
つ
ぎ

に
蓮
び
こ
ま
れ
る

⑲1

　　　毒

樋来

熊護

　六
圭年

子虜

あ
た
た
か
な
壁
の
色

ぴ
か
ぴ
か
の
床
、
め

ず
ら
し
い
暖
房
器
具

天
井
に
ぴ
っ
た
り
の

●
蛍
光
灯
、
す
ご
く

　
・
ワ
イ
ド
な
黒
板

『
～
一

、

一

み
ん
な
夢
の
よ
う
。

　
窓
の
大
ガ
ラ
ス
の

な
か
に
、
古
い
校
舎

の
赤
い
屋
根
だ
け
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
櫛

見
え
る
。

が
ん
ば
れ
よ
。
と
い
ー
・

・
フ
よ
・
り
に
。

ぎ
引
甲

び
の
開
校
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
校
は
、
昭
和
四
十
七
年
四
月
、

新
座
、
大
井
田
小
学
校
が
名
目
統

合
、
新
校
舎
が
で
き
る
現
在
ま
で
両

校
舎
に
分
か
れ
て
授
業
を
行
な
っ
て

き
た
関
係
上
、
当
日
の
開
校
式
で

は
、
こ
と
も
た
ち
の
表
情
も
明
る
く

さ
わ
や
か
で
し
た
。

　
東
小
学
校
は
、
新
座
と
大
井
田
校

舎
の
ほ
ぽ
中
間
、
教
育
環
境
の
整
っ

た
場
所
に
総
工
車
費
二
億
二
千
九
百

万
円
で
建
て
ら
れ
た
鉄
筋
コ
γ
ク
リ

ー
ト
三
階
建
の
近
代
的
な
建
物
で
す

　
一
万
八
千
四
百
七
十
二
平
方
熔
の

広
い
敷
地
に
校
舎
と
屋
体
、
直
線
百

灯
の
コ
ー
ス
の
と
れ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド

等
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
チ
ー
ム
暖
房
付
の
近
代
校
舎

　
校
舎
は
普
通
教
室
十
七
、
視
聴
覚

教
室
な
ど
特
別
教
室
七
、
そ
の
他
校

長
室
、
保
健
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
特
色
と
し
て
は
、
市
内
で
．
は
じ
め

て
の
ス
チ
ー
ム
暖
房
付
で
、
通
風
採

光
も
よ
く
、
勉
強
す
る
児
童
の
、
の

び
の
び
と
し
た
人
間
形
成
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

至る五軒細 新座

誹
東小学校

岩崎電化　　至
センター　　る　

　
一

至
る
中
位

卦
日
町

メモ（48年8月1［観在）

〔東小学校〕

所在地　大字四日町新田375番地

児童数　520人　学級数　17
ム・　　　　　　　　（49年4月14学級）
校長　金沢武久

繋難1：欝」

　
軽
自
動
車
に
車
検

　
昭
和
四
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
軽

自
動
車
の
検
査
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。
軽
自
動
車
届
出
済
証
の
届
出

年
月
日
に
よ
っ
て
検
査
期
限
が
異
な

っ
て
い
ま
す
、
く
わ
し
く
は
、
最
寄

り
の
整
備
工
場
に
お
た
ず
ね
を
。

　
去
る
七
月
二
日
の
集
中
豪
雨
は
、

市
内
の
道
路
や
河
川
、
農
業
用
施
設

な
ど
に
大
き
な
被
害
を
与
え
、
被
害

総
額
三
千
四
百
三
十
七
万
円
を
だ
し

ま
し
た
。
こ
の
被
害
を
大
き
く
し
た

原
因
の
ひ
と
つ
に
、
河
川
の
上
海
に

不
法
に
投
棄
さ
れ
た
ご
み
が
押
し
流

さ
れ
、
川
を
ふ
さ
ぎ
被
害
を
大
き
く

喜
紐
κ
毅
斑
窯

　
東
小
学
校
六
年
生
の
庭
野
抄
子
　
も
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

さ
ん
（
本
町
七
1
一
）
は
、
健
康
作
　
　
目
の
色
も
、
か
み
の
色
も
ち
が
…

｝
文
で
全
国
入
選
。
二
週
間
の
ヨ
ー
　
い
、
こ
と
ば
も
通
じ
な
い
け
れ
ど
…

，
ロ
ッ
パ
旅
行
に
招
待
さ
れ
、
去
る

八
月
十
七
日
帰
国
し
ま
し
た
・
以
　
心
は
通
じ
る
と
い
う
こ
と
を
し
み
…

下
そ
の
感
想
文
で
す
。
　
　
　
　
　
じ
み
と
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藷

　
夢
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
が
実
現

し
ま
し
た
。
訪
問
し
た
国
は
、
四

か
q
（
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ス

イ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
〉
で
す
が
、
こ
の

…
旅
行
の
メ
イ
ン
エ
ベ
ン
ト
、
オ
ラ

ン
ダ
、
二
ー
ケ
ル
ク
子
ど
も
の
家

で
の
交
歓
会
は
忘
れ
ら
れ
な
い
思

い
出
で
す
。

　
バ
ス
が
子
ど
も
の
掌
に
近
づ
く

と
「
世
界
の
国
か
ら
今
日
は
」
の

…
歌
を
う
た
い
な
が
ら
、
あ
た
た
か

し
た
と
も
考
え
F
れ
ヰ
す
。
ご
み
の

不
法
投
棄
は
．
そ
れ
ば
か
り
で
な
く

カ
、
ハ
エ
、
悪
臭
な
ど
住
み
よ
い
街

づ
く
り
を
阻
害
す
る
原
因
に
も
な
り

ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
み
な
さ
ん
の
ち

ょ
っ
と
し
た
心
が
ま
え
で
な
く
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
お
互
い
の

注
意
で
き
れ
い
な
川
、
住
み
よ
い
街

を
つ
く
っ
て
い
ぎ
た
い
も
の
で
す
、

．

こ
み
は
正
し
く
出
し
て

麟
き
め
ら
れ
た
収
集
日
に
、
き
め
ら

　
れ
た
場
所
へ
翻
台
所
の
ご
み
は
水

分
を
よ
く
切
っ
て
（
当
分
、
台
所
の

　
ご
み
と
そ
の
他
の
ご
み
を
区
分
）

麟
危
険
な
ご
み
は
「
キ
ヶ
ン
」
と
書

ス
イ
ス
で
の
抄
子
さ
ん
…

い
て
、
大
き
な
ご
み
は
小
さ
く
し

て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
を
出
さ
な
い

努
力
を

　
行
楽
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
家

族
や
友
達
同
志
で
、
ド
ラ
イ
ブ
や
ピ

ク
ニ
ッ
ク
な
ど
、
と
て
も
楽
し
い
こ

と
で
す
。
し
か
し
、
お
弁
当
を
食
べ

た
後
の
ご
み
の
跡
か
た
づ
け
を
忘
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。
ご
み
は
き
ち
ん

と
ご
み
箱
に
入
れ
る
か
、
持
ち
帰
る

な
ど
し
て
、
ご
み
を
出
さ
な
い
努
力

も
大
切
。
ま
た
、
車
上
か
ら
空
ビ
ソ

、
空
ヵ
ソ
等
を
道
路
に
投
げ
る
な
ど

絶
対
に
や
め
て
欲
し
い
も
の
で
す
。
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．
硝
鑛
騨

N

九
月
十
五
日
か
ら
九
月
二
十
一
日
は
老
人
福
祉
週
間
で
す
。

　
こ
の
老
人
福
祉
週
問
は
、
国
民
の
問
に
ひ
ろ
く
老
人
福
祉

に
つ
い
て
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
老
人
自
ら
が

そ
の
生
活
の
向
上
に
努
め
る
た
め
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
今
月
は
老
人
問
題
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
ま
し
た
。
よ
そ
ご

と
で
な
く
、
自
分
の
問
題
と
し
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る　　　　　　　　　　　　　　　　　　鬼　　　　　　　　　　　　　　考　　　　　　　　　壱　　　　　　へ

　　　　　　ぐ
響

老人福祉週間
9月15日～9月21日

　
老
後
に
生
き
が

　
　
い
を

　
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
年
々
延
び

男
七
十
・
四
歳
、
女
ヒ
十
五
・
九
歳

と
前
年
に
く
ら
べ
約
四
か
月
延
び
て

い
る
と
厚
生
省
が
発
表
し
て
い
ま
す

　
こ
の
よ
う
に
平
均
寿
命
の
大
幅
な

伸
び
か
ら
、
人
口
構
成
は
老
齢
化
が

進
み
、
枇
界
有
数
の
老
齢
化
社
会
に

な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
当
市
の
場
合
も
、
全
国
的
な
傾
向

と
同
じ
く
、
老
齢
化
が
予
想
さ
れ

昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
現
在
の
六

十
歳
以
上
の
老
人
は
、
全
人
口
の
約

十
四
％
に
あ
た
る
六
千
七
百
九
十
二

人
に
達
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
五

年
前
の
昭
和
四
十
三
年
に
く
ら
べ
、

八
百
四
十
四
人
の
増
加
と
な
っ
て
い

ま
す
。
老
後
は
、
わ
た
し
た
ち
み
ん

な
が
一
度
は
経
験
す
る
関
門
で
す
。

決
し
て
悲
惨
な
も
の
で
は
な
く
、
い

わ
ば
第
三
の
人
生
で
す
。

　
し
か
し
、
人
間
年
を
と
り
ま
す
と

な
ん
と
な
く
ひ
と
り
ぽ
っ
ち
に
な
っ

た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
が
ち
で
す

　
よ
う
オ
る
に
、
体
の
健
康
と
同
時

に
心
の
健
康
を
保
つ
こ
と
が
大
切
。

　
あ
る
老
人
に
「
あ
な
た
は
今
何
を

一
番
望
み
ま
す
か
」
と
た
ず
ね
る
と

「
生
き
が
い
を
与
え
て
く
れ
る
も

の
」
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
生
ぎ
が
い
を
持
つ
こ
と
で
、
心
に

張
り
が
で
き
る
の
で
す
。

　
昭
和
四
十
七
年
度
市
内
の
老
人
の

自
殺
者
は
六
名
と
い
う
あ
り
が
た
く

な
い
結
果
が
で
て
い
ま
す
が
、
　
「
生

き
が
い
」
を
持
て
な
い
こ
と
も
大
き

な
原
因
の
ひ
と
つ
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
老
人
に
保
養
と
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
の
場
を
提
供
し
、
生
ぎ
が
い
を
与

え
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
老
人
ク
ラ
ブ

　
話
し
相
手
を
つ
く
り
、
に
ぎ
や
か

に
楽
し
く
す
ご
し
た
い
i
。

塑

　
そ
ん
な
願
い
が
あ
れ
ば
、
老
人
ク

ラ
ブ
に
入
っ
て
ゆ
か
い
な
ひ
と
と
き

を
す
ご
し
て
く
だ
さ
い
。
市
内
の
各

地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
あ
な
た
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
．
お
近
く
の
老
人

ク
ラ
ブ
に
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

　
市
の
老
人
対
策

鱒
六
十
五
歳
以
上
の
老
人
に
対
し
健

　
康
診
断
の
実
施

翻
六
十
五
歳
以
上
の
寝
た
ぎ
り
老
人

　
及
び
七
†
歳
以
上
の
老
人
に
対
し

　
医
療
費
助
成

麟
六
セ
五
～
六
十
九
歳
の
老
人
性
白

　
内
障
の
人
を
対
象
に
手
術
費
助
成

鱗
六
十
五
歳
以
上
の
障
害
者
に
対
し

　
老
人
家
庭
奉
仕
員
二
名
が
、
　
一
週

　
間
に
一
～
二
回
身
の
ま
わ
り
の
世

　
話
を
し
ま
す

翻
特
殊
寝
台
の
貸
与

鍵
老
人
い
こ
い
の
家
等
、
老
人
施
設

　
の
建
設
を
促
進
し
ま
す

　　老人講座へのおさそい

対　象／60歳以Lの男女約60名
其月　屠i／48qも9Fj一一11月（61匹1］）

8≧響牙日／第1、第3日“催日
　　　　　　　　　’r『妾：1日，￥30分・

会　場／市公民館笛1集会室
　　　多数ご参加ください（無、料）

　　敬老祝金をさし上げます

　70歳以上の方に敬老祝金をさし
上げます。
該当者は、つぎの会場に通知書、印
鑑をご持参ください（代理人も可）

賜襯r豪1，縄1糠捜醸鋸
午細L真㍑獣黙繍

蝋1灘鞠
　在宅重症心身障害者に見舞金

　県では、在宅の重症心身障害 者

をお抱えの保護者の方に、見舞金
1万ドjを支給します。該当される
ブプOよ、　茸f峯L会稲～ヤ止事f芳’りf　（曾　7－

3111）に10月15日までお知らせく
ださい。

“
こ
ん
な
雪
ま
つ
り
に
”

ア
イ
デ
ア
募
集

　
十
日
町
市
．
雪
ま
つ
り
委
員

会
は
、
昭
和
四
十
九
年
二
月

九
、
十
日
行
な
わ
れ
る
第
二

十
五
回
の
郵
ま
つ
り
を
記
念

し
て
、
広
く
市
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
雪
ま
つ
り
の
ア
イ
デ

ア
を
募
集
し
ま
す
。

　
九
月
二
十
五
日
、
市
役
所

商
工
課
必
着
で
、
ど
し
ど
し

お
送
り
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

　
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
枚

以
内
に
住
所
、
氏
名
、
職
業

年
令
を
明
記
℃

そ
の
他

　
特
選
　
一
編
　
一
万
円

　
入
選
　
二
編
　
五
千
円

市民大学講座一おんなとは何かを考える

9月1旧……おんなにとって職業とは何か

9月18日一…一家事、育児は、おんなにとって宿命か

9月25日……おんなにとって子どもとは何か

とき／午後7時～9時　ところ／十日町市公民館講堂

　：お申し込みは市公民館（費7－50H番）へ
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特
別
土
地
保
有
税
が

　
　
　
　
　
　
　
創
設
さ
れ
ま
し
た

　
土
地
の
投
機
的
取
得
を
抑
制
す
る

目
的
で
、
新
た
に
土
地
保
有
税
が
で

き
ま
し
た
。

　
こ
の
税
は
、
土
地
を
五
千
平
方
層

（
約
千
五
百
坪
）
以
上
保
有
し
て
い

る
場
合
と
取
得
し
た
場
合
に
課
税
さ

れ
ま
す
。

　
税
率
・
納
期
な
ど

　
土
地
を
保
有
し
て
い
る
場
合

　
昭
和
四
十
四
年
一
月
一
日
以
後
に

取
得
し
た
土
地
の
保
有
に
つ
い
て
は

取
得
価
額
の
一
・
四
％
か
ら
、
固
定

資
産
税
分
を
差
し
引
い
た
額
を
、
五

月
三
十
一
日
ま
で
に
申
告
納
付
す
る

　
土
地
を
取
得
し
た
場
合

　
今
年
の
七
月
一
日
以
後
に
取
得
の

土
地
は
、
取
得
価
額
の
三
％
か
ら
、

不
動
産
取
得
税
分
を
差
し
引
い
た

額
、
取
得
が
一
月
一
日
前
一
年
以
内

の
も
の
は
、
そ
の
年
の
て
月
末
日
ま

で
。
七
月
一
日
前
一
年
以
内
取
得
の

も
の
は
、
そ
の
年
の
八
月
三
十
一
日

［
講
編

　
　
超
満
員
の
プ
ー
ル

　
　
七
月
か
ら
八
月
と
連
日
三
十
度
を

…
越
え
る
猛
暑
と
雨
の
降
ら
な
い
日
本

…
列
島
で
し
た
が
ぜ
暑
さ
に
比
例
す
る

㎜
よ
う
に
プ
ー
ル
人
口
も
ま
た
近
年
始

｝
っ
て
以
来
の
人
出
。

　
　
市
民
プ
ー
ル
の
最
高
記
録
は
七
月
…

…
＋
五
旦
日
）
の
二
干
七
皇
天
、
続
，

…
い
て
二
十
二
日
（
日
）
二
千
九
十
人
、

一
以
下
千
人
以
上
が
五
日
も
あ
り
ま
し

…
た
。
全
く
暑
い
今
年
の
夏
で
し
た
。

セ
で
に
申
告
納
付
。
た
だ
し
今
年
に

限
り
七
月
一
日
か
ら
取
得
の
も
の
は

来
年
の
二
月
末
日
申
告
細
付
。

　
税
金
の
か
か
ら
な
い
場
合

・
農
林
業
な
ど
を
営
む
た
め
の
も
の

・
法
に
よ
る
公
害
防
止
施
設
な
ど
の

用
地・

相
続
や
法
人
の
合
併
に
よ
る
形
式

的
な
本
の

　
な
お
、
詳
細
は
市
役
所
税
務
課
固

定
資
産
税
係
に
お
た
ず
ね
を
。

　
市
税
関
係
の
帳
簿
等

　
を
見
た
い
と
き

　
税
金
の
算
定
に
関
係
の
あ
る
台
帳

や
申
告
書
は
、
納
税
者
の
秘
密
保
護

の
た
め
本
人
以
外
は
、
閲
覧
や
証
明

な
ど
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
つ
壽
の
よ
う
な
取
扱
い

も
し
て
い
ま
す
の
で
ご
留
意
を
。

　
他
人
の
も
の
を
見
た
い
と
き
や
証

　
明
が
入
用
な
と
き

　
所
有
者
・
申
告
者
の
委
任
状
か
同

9
月
休
日
救
急
医

15

日
　
十
日
町
病
院
曾
．
．
」
．
．
．
六
．
番

16

日
中
条
病
院
曾
七
－
．
．
．
○
．
八
番

23
日
　
池
田
医
院
費
．
．
㌧
．
丘
八
．
番

30
日
　
山
ロ
医
院
含
．
．

．
．
．
ヒ
四
番

意
書
を
必
ず
お
持
ち
ぐ
だ
さ
い
。

（
手
数
料
一
件
五
十
円
）

　
郵
送
の
と
き

　
証
明
需
が
必
要
の
場
合
、
手
数
料

と
郵
送
料
を
同
封
、
　
（
他
人
の
も
の

“
委
任
状
か
同
意
書
同
封
）

　
電
話
で
の
請
求
は
で
き
ま
せ
ん

市
道
交
通
止
の
お
し
ら
せ

　市

民
体
育
館
前
の
第
．
晒
川
橋
聖

換
．
［
事
の
た
め
、
レ
．
月
．
．
影
“
、
・
ヤ

で
へ
〔
．
面
一
父
通
止
と
た
歩
e
・
」
噂
．
．

　
ご
助
訪
L
刀
く
デ
．
！
、
さ
い
．
　
迂
回
一
。
々
齢
、
は
略

図
ひ
と
お
り
、愛

〕
L
1
　
、

　　　　迂回路

／《謡辮P
　一阻＿P＼四Φ　『可

』ロー月＼＼

嚥閣i
コ 1寓 晒川

；二一

z一

1プ杉田丁

1
通行止

ご
一
い
唖
　
1
目　　一　一

　　　　　　　　　　　　一　一　　　　　一　　　　二　一一L

検
察
審
査
会
の
活
用
を

　
交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
の
犯
，
．
．
．
で

被
害
を
受
け
た
の
に
検
察
官
が
犯
人

を
裁
判
所
へ
起
訴
し
て
く
わ
ず
、
納

得
が
い
か
な
い
と
い
う
方
は
、
検
察

審
査
会
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
長
岡
検
察
審
査
会
事
務
局
（
長
岡

　
市
信
濃
二
丁
目
裁
判
所
凶
）

　
　
　
　
奮
＆
．
一
五
二
二
四
一
番

　
台
風
の
備
え
は
万
全
に

　
今
年
も
台
風
シ
ー
ズ
ノ
が
近
づ
き

ま
し
た
。
被
書
を
少
な
く
す
る
に
は

防
災
機
関
の
活
動
だ
け
で
な
く
、
住

民
の
ふ
だ
ん
の
準
備
や
注
音
心
が
大
切

　
今
か
ら
台
風
の
備
え
を
十
分
に
。

　
農
地
国
債
を
担
保
に

　
事
業
資
金
の
貸
付
け

　
図
民
金
融
公
庫
で
は
、
農
地
被
買

収
者
園
庫
飢
券
を
担
保
レ
し
し
て
事
業

資
金
を
貸
付
け
ま
す
．

　
・
借
入
限
度
額
十
万
円
（
期
限
末

到
来
の
賦
札
金
額
に
九
十
一
％
を
乗

じ
て
得
た
金
額
の
合
計
金
額
以
内
）

　
・
貸
付
期
限
は
五
年
以
内

　
・
貸
付
利
率
は
年
六
％

　
・
年
賦
償
還
、
毎
年
六
月
＋
五
日

　
　
納
入

　
な
お
、
借
入
希
望
者
は
、
市
役
所

4／圃
　
　
じ
　
　
　
　
　
ぴ
ぴ

　
／
　
　
　
7
田
　
、
o
ゑ
’

擁
雛

　
　
　
　
　
　
　
“
’

　
　
　
　
　
　
　
＜

農
業
委
員
会
事
務
局
で
借
入
申
し
込

み
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
－
ザ
e

¢ゐ公
ぐ
　
　
　
っ

劇
鯛

ろ
　
ω
　
　
吾蟻

　
　
　
福

竃

〕

巫

＼
」
も

、
　
創
§

　
　
　

浴＼

懸

煮聡

笥

ぴひ

　
　
／

－
／
／
レ
腰

　
　
／

、
型

　
（

。盈

・
／

－
／
い

　
秋
季
消
防
演
習

　
市
消
防
団
は
、
秋
季
消
防
演
習
の

た
め
当
日
早
朝
警
鐘
を
点
打
し
ま
す

　
期
日
．
／
十
月
二
十
一
日
。
時
問
、
／

午
前
八
時
半
。
場
所
／
十
日
町
、
川

治
の
市
街
地
．
、

　
住
宅
統
計
調
査
に

　
ご
協
力
を

　
き
た
る
十
月
一
目
現
在
で
、
全
国

一
斉
に
「
昭
和
四
十
八
年
住
宅
統
計

調
査
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
九
月
二
十
四
日
か
ら

三
十
日
の
間
に
調
査
員
が
、
カ
ヅ
コ

内
地
区
各
世
帯
に
お
伺
い
し
ま
す
の

で
、
ご
脇
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
宮
沢
竹
利
（
田
川
町
一
）
小
海
義

輝
（
田
中
町
東
）
阿
部
六
太
郎
（
田

中
町
西
）
江
村
進
（
根
茂
寮
）
中
林

順
治
（
昭
和
町
四
）
田
村
孝
次
郎

（
加
賀
糸
屋
町
）
田
村
喜
作
（
本
町

二
）
小
宮
山
正
巳
（
高
田
町
三
東
）

田
村
猛
（
本
町
西
一
）
滝
沢
文
古

（
本
町
一
上
）
長
津
進
（
寿
町
）
阿

部
重
吉
（
春
口
町
、
こ
樋
口
彰
（
山

本
町
一
）
丸
山
実
（
稲
葉
）
長
野
利

雄
（
小
泉
）
佐
藤
伍
作
（
四
日
町
新

田
一
）
樋
熊
茂
夫
（
新
座
三
）
柳
邦

男
（
新
座
四
）
久
保
田
俊
作
（
菅

沼
、
宇
田
ケ
沢
）
阿
部
昭
吉
（
柚
木

又
）
俵
山
正
亥
（
ニ
ツ
屋
）
福
崎
仁

太
郎
（
細
尾
、
天
池
）
金
沢
昭
平

　
（
珠
川
）
柳
初
男
（
小
黒
沢
）
宮
沢

長
松
（
伊
達
二
）
池
田
一
雄
（
梅

沢
）
中
林
栄
三
郎
（
背
戸
）
藤
巻
亮

（
下
山
）
水
落
武
（
下
条
中
央
通
）

田
村
文
吉
（
ニ
タ
子
）

　
市
職
員
を
募
集

　
昭
和
四
十
八
年
十
二
月
採
用
予
定

（
水
道
技
帥
職
員
）
及
び
四
十
九
年

四
月
採
用
予
定
二
般
事
務
職
員
）

の
市
職
員
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

職
種
と
応
募
資
格

　
▽
一
般
事
務
　
・
高
卒
及
び
短
大

　
卒
（
明
年
三
月
卒
業
見
込
者
を
含

　
む
）
で
、
昭
和
二
十
八
年
四
月
二

　
日
以
降
出
生
の
男
女
若
干
名
。

　
▽
水
道
技
師
職
員
…
高
卒
で
昭

　
和
二
十
三
年
四
月
二
日
以
降
出
生

　
の
男
子
一
名
。
　
（
水
源
地
勤
務
）

試
験
の
期
日
等

　
昭
和
四
十
八
年
十
月
二
十
日
、
市

　
役
所
に
て
（
階
間
等
は
申
し
込
み

　
者
に
通
知
し
ヰ
す
）

受
験
申
し
込
み

　
職
員
採
用
試
験
申
し
込
み
書
（
用

　
紙
は
総
務
課
に
）
、
卒
業
見
込
み

　
証
明
書
、
成
績
証
明
書
を
、
昭
和

　
四
十
八
年
十
月
五
日
ま
で
に
、
市

　
役
所
総
務
課
ま
た
は
セ
ロ
町
公
共

　
職
業
安
定
所
に
、
．
、
提
出
＼
だ
さ

　
い
．
な
お
、
不
明
の
点
は
南
役
所

　
総
務
課
（
富
ヒ
㌧
一
二
二
番
）

　
へ
。

ヨ週葎ん

縁
世
勝

　
こ
ん
な
写
真
は

ー
l
D
な
ど

　
市
報
と
お
か
ま
ち
を
さ
ら
に
よ
く
す

　
る
た
め
の
撹
評
な
ど
を
お
寄
せ
い
た

　
だ
く
広
報
協
力
員
を
求
め
ま
す
。
主

　
な
仕
事
は
、
マ
ン
ガ
、
イ
ラ
ス
ト
、
、

　
写
真
、
詩
な
ど
を
提
供
し
て
い
た
だ

　
く
こ
と
で
す
。
や
っ
て
み
た
い
方
は

　
市
役
所
企
画
財
政
課
　
企
画
広
報
係

　
　
（
費
七
i
三
一
一
一
番
）
へ
。

と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い

：
つ
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蟹

　
毒

　
　
蓑
睾

灘
㎜
、
至

　
　
灘
蝋

灘
．

華
岬　

　
甜

　
　
繍

襯
㎜
　
　
猟

き

叢灘

畿難灘燃　　　　　　脳
　　灘戴

嚢灘縣難灘無　1灘
椰　　　　　　　　　　　　 QOシ

　難　　灘欄　　　　　　　　　　　　　　　　　 醸

灘　灘霧　　　　i羅　　懸
　　　　　鱗灘難
　醐鞭　　　　　　　　　　　　麩

鱗1　霧灘曹1
灘　 欝　　　　難

搬纏蹴鑛
灘鐵覇覇轟鍵縷、灘

太
陽
に

む
か
つ
て

跳
ぷ

あ
が
る

歓
声

組
み
あ
わ
せ
た

手
と
手
に

流
れ
る
汗

き
い
ろ
味
を
帯
び
て
き
た

ひ
か
り
に

人
の
影
が

走
る健

康
な

秋


